
北海道教育大学における
教職実践演習に向けた取り組み

●概要説明●

平成20‐22年度文部科学省「質の高い大学教
育推進プログラム」（教育GP）

「往還型カリキュラムによる教員養成の改善―
ステップアップ型チェックリストをコアにした教

師力育成プログラム」



北海道教育大学の５キャンパス
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大学案内参照
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理論と実践の往還イメージ
教職実践演習へのつながりと電子ポートフォリオの役割
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北海道教育大学の教育GP
教師としての成長を支える３つの取り組み
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• チェックリストの開発と改訂
１

資質目標
の明確化

２

往還型
カリキュ
ラム整備

３

学習履歴
の蓄積と
活用

• 理論と実践を結ぶカリキュラム整備
• 各授業のシラバスに資質目標を設定

• 電子ポートフォリオによる学習履歴の
蓄積・活用

• 各学年における省察機会の設定



１．ステップアップ・チェックリスト
• 大学教員・現職教員・
附属教員・ＳＶによる検討で
Ｈ17版（258項目）を
134項目に精選

• 4つの資質能力に分類
１）学習指導力
２）社会性・対人関係力
３）児童生徒理解
４）使命感・責任感，
教育的愛情

• 資質目標を階層化
（実習前・中・後）



教師の資質の４要素
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学習指導力 （ハンドブック p.9)
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２．往還型カリキュラム整備
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理論科目・実践体験の養成資質
を明示し、相互の関連づけをした



３．電子ポートフォリオと省察機会

• 実践体験科目およびその他の免許科目に適用
される。

• 実践体験科目では固定項目に加え自己選択項
目を追加する場合もある。その他の免許科目は
固定項目のみ。

• 各科目のシラバスに設定された資質目標（チェッ
クリスト）について、学期末に学生が達成度を入
力する。

• ふり返りの機会を通じ、省察結果や提出物を蓄
積する。



従来の省察記録



チェックリストによる自己評価入力画面
（学習指導力）



本ＧＰの成果

• 学生の目標設定と自己評価の目安となる資質
目標の設定

• 共通の資質目標群を軸とした理論科目と実践体
験科目の関連性を担保する仕組みの構築

• 省察機会の設定により、学生の教職志向と成長
を段階毎に確認する仕組みを構築したこと

• 学習履歴を蓄積するための仕組みの構築と
データの活用



今後の課題

• 個人の発達段階に合わせた
固定の資質目標と、
個性に合わせた資質目標の柔軟な設定

• カリキュラム全体の資質目標の網羅性
• 自己評価の妥当性の向上
（自らの姿を対象化するための「鏡」とは）

• ふり返りの指導体制の充実
• 最終的な実践演習の運営形態と方法


